
8.農 耕地における野鼠の生態と駆除

1.背 景と特徴

農耕地における野鼠の抜書は、古くから全目的に踏i題とさ力ており、告手岸においても、

年間の級害徹は多発年で 81豊月以上、平年時でさえも3億 円余りと推定さよている .し かし、

防除は二部の常発地を棟いては少な く、またi、形式的、慣行的に行わ和′ている傾向がある→

野鼠発生予察実験事業を 42年 から3年 間にわたり実施L″t農 耕地に生虐、する野覇tの実態おミ

かなり、判明し、防除上の知見も得 られたので参考に供したい。

2.技 術内容

防除主対象経  ハ タネスミ(農 耕地全般 )

防 除 方 法  5初 間隔による殺鼠剤 (毒 斜 )の点状配置 (一 艦に'ま格子状、畦畔など

では線状 )

防 除 時 期  初 冬 t根 雪前 )お よび早春 (融 雪直後 )

3 普 及上の留意点

(li 野 景の種類としてじ後を確認したが、分布、生息密度からみてハタネズミを防除対象と

する。なお、 ド プネズ ミは体重が大きいので、生息数によ っては予想以上の投害を受ける

ので人家周辺の水観等では
一応注意する。

(2)ハ タネズミの生患弦は 7頭 /10c程 度であるが、牧車地の徳皮が高いとと,かし、被害

発生は密及との関係は必ずしも、
一定でない 。むしろ多雪年または融

`雪が遅い年に多い傾

向がみられる。

{31 ハ タネズミの駆除は、越冬中の夜害およ、び春
～秋期の被害 (密 度抑制 )防 止がねらいで

あるから、初冬および早春の 2団 実施が有効である。また、農耕地ばかりでな く、蛙畔や

仇.耕地などの経除が必要であるほか、広面積
一斉駆除の効果が高い。

14】 紋鼠剤の配置はrFr子状あるいは級状の点状EHc簡法が、従来の風穴投入法より労力およひ

使用員が少な く経済的てあるぅなお、使用する忠鼠科は、昭和 51年 度岩手県車作竹病ま

虫防除基準に,よる。

■ 討 難成績の概要

(11 試 軍1課 題 名  野 鼠発生予察斐酸事業

121 試験年次 ・場所  昭 和 42～ 49年    農 発試立場 環 境榔!

(3i 試監補来と具体的データ

● 点 存:地にお!する野鼠の連独とその実格|



県下暑lケ所 t8 1地 点 )で採集をおこない、つぎの4属 6属を得た。

ハタネズ ミ  M iorotu3 rnて いヽ“ehetli

″マネレtミ  ー Rる,的 t ヤOtiu本

ドフ■ネズ ミ   ヤ .n●rvみo icけS

ハツカネスミ   Mus tじ scuいけs

フカネえ ミ  A P● c e r nじs,ぅ tCt O Sり s

ヒメネ/.ミ  A .。 ,9 e n i今りS

これらの排地区分 ごとの権娘ガ」すお投:数を第 1表 に、静j校による胃内容物分析結果 を第 2

表にそ煎ぞオ1ネ した′。 ,
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第 2☆  胃 の内容物からみた野ネズミの父性
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また、これらの評査は時期、方法などに統
一を欠き、食性の全般的な傾向しか うかがわ乱

ないため、浅耕地での優占往ハタネズミとこ力!につぐアカネズミについて、年間を通じて十

こなった胃内容物の分析結果を弟 3表 に示した争

第 3麦  ハ ダネパミおよびブカネズミの胃内容物の季節的 (滝沢
-1973)
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これらの結果から、野鼠の食性、とくに農作物に対す る被害 とのあいだに
は、ほぼつぎの

ような関係を指摘てきようし

ハタネズミ:莱禄素を含む柏物絵維が多量に、しかも時期
・場所 ・個体を問わず認めら紹″、

柿1物依存度は最も高い。また、ネギ科を除 くほとんどの作物を舘 とするが、生息地内
に作物

が混在していても、同
一個体が数梅作竹を同時に摂取する例lよ縮であることから、個体ごと

■

の選択性が共なり、本柱の加挙↓去局部的に学中する限向があるG

アカネズミ:胃内容物の構成比は時期により業なるが、伯物繊維
・ね美 ・昆虫類が主体て

あった。
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しかし、中物機維としては突繰茅を合音め根斉部や球慨部がほとんどを占めることから、

加争作物の～1翔や部位が激定されている。

ドプネズミ:ギ内容物に'■、ほ物級京市のほか繊娘を主体とする繊紛粒と動物貫が多くの組

体でだわら点た`濃 粉粒は冬から春にかけては貯隷類が、夏から秋にかけてい立毛中の作物

か多いため、無雪麹の採郎行動は野外にまで拡大されていると考えられる。な才さ、不租の 1

頭あたりの採食をは L日当たり70″ と最大であることから、生息数によっては予想以上の

投者か発生する百〕能性が高い。
 ＼

そ の  位 :検宵独が少なく許約はイく明であるがヽク
‐′ネパギの女性はドブネズミと同じ

衛食性、ハツカネズミほ絶究を主とする柚食性、ヒメネスミに近いを実 ・昆虫食比であり、

一コサに状農科地の野鼠としてF!1警にならないと考えう淳る。

② ハ タネズミのな,虐チえと被軒状功:

発生予察実験事業定点におけるハタネズミの摘駿状況を第 4表 に、また被害発生地で

の捕獲数 (3日 間合計値 )を羽 与表に示した。             |
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務 5表 糾 害地における煮1獲教
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調査時期〈1地域、耕地区分ごとの 10。 あたり平均捕獲数 (■ 日高 )には右意差は認めら

力1ないものの、全縦的にみて牧車地では多い傾向にかった。こ漁らの蒜呆から、い下の農崩

地における野駄 tと くにハタネズミ)の生忠.数it、 10oあ たり7頭 を指まとしてその北点

の多少を評徹できると考えら/1ろ.

なナS、駆政Iの ない場合、春期のれ狂数は高1年末のれな板 と高い相陶 tr=0ヽ ,26)が

認めら沖る。

一方、農作物における被害の非1こと捕雅数の多少こう関係は必すした,i力らかで1すない。県

下の野鼠害ほ多雪 ・々もしくは融彗が逆い年に多発する点"!があるが、ごつような条F:下では

上記の生息指標 (7瓜 /10。 )を こえることは少なく、なしろ少京伸本のが統力博キによる

例が多い。また、無窒j:立ヽ毛中の的
=物に茸いる予ま↓すばにつきにくく、常先地でF、メても地

出さィ1ることが多い傾向にあるといえようぅ

こ'1までの話■から、ハタネズミによ対干41・ごとう■挙状況を以下にダ町言はした .



水締 :水間中期までの湛水状態ては、畦畔沿い 2～ 3列 に移植されたものが主安を食事さ

れることが多い。以後乾田化された状態では、庫i場中央鞠;開近でつぼ状に茎ヨ1を食善する例

が多く穂の代害は倒伏報;を除 くと比彼的少ない 。

麦損 :生市初期 (横雪下 )に食書を うけることが多く、ほぬ場全面に孔道をうがつため全競

する状態もめずらしくない。出穂以後で'i倒伏樹;や睡渦いに科を食害するが、量的な把提は

内難である。

野菜線 i無雪期の立毛中にあける私書は
一縦に少ないが、作効の生育状況に応じて特定都

位が衣害される。嶺雪下ではネギ鳥を除 くすべての作物が酪場全前にわた って衣署されるこ

とが多い。

なお、水田、畑地などで法、無掌的に紡地内に進楽し疋住するレJ慎少な く、農道、唯畔、

休訪地なと居1辺部から侵入するものか!ミとんど占いる ,

樹園地 i科1宇は横雪下で発生することが多く、崩幹部や根系部が食害さrbるため協勢が料

まり、病者を併発し、精死することも多い。投挙は■生照で多発する傾向にある。

O ハ クネスミの佃体銀の消ルと算処tl掲

ハタネズミの発生予算に関連する話生態を調在するたつ、滝沢村の牧摯地で同年の描

猿をおごなった結果を第 6表 に. i`た、解分繁殖伯体の消長を弟 ?表に示し☆ゃ

第 6表  用 ことの締猛独と推定脚体数 (滝沢-1972)
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第7表  月 ごとの繁殖価体 (態 )と胎児数 (滝沢-1072)

調
　
一

査 月 雄茂体
軸 欄体
1妊藤

発情 1妊娠 |(%)

8  1  0 1  o 1   0

4  1   0  1   0  1     0

6  1  0 1  0  1  〔 〕

L 4  1  3 1  3  1  2 1 . 4

26 110 1 15 1 57.7

30  1   8 1 17  1  56 ?

8  1 13  1  も と.8

子 官  角 内 胎  見  菱

最高 最 低 平均 (右 +左 )
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5
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1 0
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と  5  1  S26 3
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194

?

7

7

7

?

6

5

S  1 4 0 ( 2 3 ■ 1 , 7 )

5 1 6 0 ( ユ 3 + 2 7 )

3  1 5 . 8 ( 2 5 + 2 1 )

2 1 4 . 6 ( 2 5 + 2 . 1 )

2  1 4 2 碑 . 2 + 2 , 0 )

3 143(21+22)

Z  1 3 7 ( 1 7 ■ 2 0 )

2  1 2 , 9 ( 1 0 + 1 9 )

義箱胎児 l例

萎縮賄児 2例

円
計 ・平均

一般的にみて、パ種の生忠波ほ3月から増文,:なじめ、 6～
7月に最大となり、その後 9月

にかけて漸減する。さらに lo月 から再び増加、 11月 を
ピークとし、 12月 で急減すると

いう年間 2山型の変動とよく
一致する。なお、1■'こされる本社の寿命は最大でも1年 (平均

う力月 )にしかすぎず、冬期の芸打tはほとんどおこなわす【ないため、防隣
時期は年間で最も

畜レの低い敵寄直後に表施するのが合車曲でヤンる

0 設 鼠剤 (泣餌 )の配置

現行の野鼠駆除の多く!よ、ジR剤 ぞ駄穴に投入する方法で実施され
ているが、多大の

芳力を摯するため、章;'F Rう行☆うをもとに、より古輝なぷ除法に
ついて検討した。

格子状配色により共なるわな問眸でおこ六 i〕た品!号孜遼湛|の結果を弟
8表 に示したが、

ざt i太☆忠Ⅲホームレンジ夫'ま1 1～ セ9船 分奄雌にあるヽ体が今
′かつた ぃ
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茅る差 装 郡レンシ長(あ )と その大きさ別個体数(1975-驚 沢 )
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泳 捕 複回数 2町 以上     !

とくにわな開「用が 10れ になると、レンジ長が 0となろに1体がかなりあらわヤⅢることから、

ハタネズミの 1顕のホームレンジ (行動脇 )は、長径約 23角 の長1有門形 と推定さ/tる。ま

た、孔道の調査 によせ1,ば、繁殖期以外は孔通を共有することは少な く( 1本 の孔道に 15～

20個 の楽穴 (開 口引!)が認あら諄る。rれ らのことから、設鼠剤使用にあた って↓ま、 5,″

問陥の格子状 (畦畔などでは線状 )で窮諄を純越する方法 (点状健置 )が 、従来の鼠穴投入

法よりも芳力が少な く|て済むとともに、務部の使用盛も少ないため経済的と考えられる。
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